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アンケートの趣旨

• 必要な資格・研修は、放射線業務を行う上での質・安全を確
保するために必要な研修である。

• 資格・研修において、診療報酬加算や施設基準等で算定要
件となるものは、施設側から時間や資金の援助があるが、そ
れ以外の多くは個人の努力によって成り立っている。

• 様々な資格取得や研修により得られた最新の知識・技術のも
とに検査・業務の品質が担保され、アップデートされているの
が現状である。

• 資格取得や研修において、どの程度が施設からの援助が受
けられているのか、業務でどの程度活用されているのか、給
与面や昇進面での評価などの現状を調査を行う。



アンケート回答状況

回答方法 発送数 回答数

web － 56
mail 130 23
FAX － 3
郵便 69 1
合計 199 83



業態種別



病床数



１_１学会の経費支援範囲 n=83



業態種別 学会の経費支援範囲



病床数別 学会の経費支援範囲



1_2研修の経費支援範囲 n=83



１_３海外学会・研修の経費支援範囲 n=83



１_４業務出張への経費支援 n=83



1_5関連学会・団体等への年会費



2_1それぞれの制度の経費支援



3.貴施設で実施している研修



4 職場で資格取得者、研修認定者への手当・評価



・人事評価の段階で他の判断材料と総合して部門
責任者が評価を行う（資格取得等は当然評価対象
にはなる）
・評価者の判断ではあるが、昇給への反映は考え
られる。
・ＭＭＧ Ａ認定のみ
・マンモグラフィ認定のみ
・MMG撮影技師認定取得女性技師のみが対象
・一時祝い金
・一部給与に反映されている（マンモのみ）

フリーコメント



まとめ

• 学会発表者においては全ての病院で何らか
の支援がされている。

• 必要な研修においても概ね何らかの支援が
されている。

• 関連団体への経費支援は3割程度が支援さ
れている。

• 資格取得者、研修認定者への評価は6割程
度が何らかの評価を受けている。



ご清聴ありがとうございました。


